
「組織的な授業改善をするための教頭としての役割

～個々の授業力の向上に管理職が果たす役割はどうあるべきか～

宇佐市立和間小学校 南 広也



＜発表の構成＞ １５分

１ 教頭の役割について

２ 本校の「授業改善」の現状と課題

３ 教頭として何ができるか



１ ＜授業改善における＞教頭の役割について

（１）校長の学校経営（授業改善）ビジョンを
理解する。

（２）（授業改善）ビジョンを具現化する。



学校評価の４点セット 宇佐市立和間小学校
平成２９年度

４月

重点目標 達成指標 重点的取組 取組指標

確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
た
児
童
の
育
成

・単元末テストの目標値を９割の
子が上回る。

・H30年1月のCRT検査で全
学年、全教科で全国平均を上回
る。

（教務・研究主任）

＜児童会＞
・おへんじキラリ
・全力キラリ

学
校

・自分ら考えを持つ段階で、思
考の視点と発表の手立てを提
示する。

・めあて、課題、まとめと連動
した効果的な「振り返り」を
行う。

・月一回の授業改善研修で、実践
交流、研修を行う。
（授業者点検、記録）

・年間６回の提案授業と事後研究
会を行う。

・「実践交流カード」で効果的な
実践の交流を行う。
（授業観察）

・復習プリントやテストのやり
直しで、個に応じた補充学習
を行う。

・ぐんぐんタイム（週4回）の
内容を単元末テストと連動さ
せ補充学習に充てる。

・土曜授業、学期末の補充学習
を複数体制で行う。

・土曜授業「復習シーズン」
（学期1回）を設定し、複数体
制での指導にあたる。

家
庭

・家庭学習、家庭読書の声か
け、見取りに取り組む。

・１０日間の見直し期間を年4
回設けて、チェック、見直し
を行う。

地域
・週1回の読み聞かせを行う。

（お話の会）

・毎週水曜日の朝、全学級に読
み聞かせ実施。

豊
か
な
心
を
持
っ
た
児
童
の
育
成

・学校評価で「ていねいな言葉づ
かいができるように気をつけて
いる」のスコアを（ ）Ｐ以上を
めざす。

・学校評価で「学校に行くのが楽
しい」のスコアを２，５P以上をめ
ざす。
（生徒指導・
特活主任）

＜児童会＞
・おへんじキラリ
・ありがとうキラリ
・思いやりキラリ

学
校

・あいさつ、返事、言葉づかい
を児童会テーマにして取り組
む

・ソーシャルスキルトレーニン
グの研修を実施し集団づくり
に取り入れる

・「朝の会」「帰りの会」で自
分の思いを出したり、学級の
課題をみんなで考える。

・「キラリみつけ」を全学級で
実施し、児童朝会、放送、カ
ードで全校に紹介する。

・研修や情報交換で集団づくり
の見直しや研修を行う。

家
庭

・あいさつ、返事、言葉づかい
の見直しと声かけを行う。

・１０日間の見直し期間を年4
回設けて、チェック、見直し
を行う。

地
域

・登下校の見守り活動とあいさ
つ運動の実施

・地域ボランティアや民生委員
の方々が、見守りとあいさつ
運動を実施する。

健
康
な
身
体
を
備
え
た
児
童
の
育
成

・学校評価で「すすんで運動に取
り組んでいる」のスコアを２，７P
以上にする。

・学校評価で「サーキトレーニン
グや縄跳びの取組にがんばって
いる」のスコアを２，７P以上にす
る。
（体育・保健主任）

＜児童会＞
・ありがとうキラリ
・全力キラリ

学
校

・外で遊ぶ子を増やし、運動の
習慣化、日常化を図る。

・自分のめあてを設定し、ねば
り強くがんばる。

・体育の時間のはじめ１０分間
R1シートをもとに、各種サー
キットトレーニング を取り入
れる。

・運動会、大玉送り大会、なわ
とび大会に向けて、がんばり
カードをもとに、それぞれめ
あてを設定しねばり強く取り
組む。

・給食後の歯磨きを全員実施す
る。

家
庭

・食育を通して親子のつながり
を深める。

・１０日間の見直し期間を年4
回設けて、チェック、見直し
を行う。

地
域

・放生会の道行き囃子を共に歩
き、地域、保護者、児童が共
に達成感を味わう。

・ふるさとタイムで練習を重ね
片道９キロメートルを、演奏
しながら走破する。

（１）校長の学校経営（授業改善）ビジョンを理解する。

○学校評議員会、学力・体力向上会議の充実
  ・教育活動の公開、説明と外部評価等を活かした学校運営と改善
○「宇佐市教育の日」・「土曜授業」の取り組みの充実
  ・保護者、地域への広報、参加者拡充の取り組み
○学校からの情報発信
  ・学校便りの和間地区全戸への回覧
  ・学校ホームページの活用
○課題に対して速やかに組織的に対応する機能的な学校
  ・報・連・相の徹底

○地域に学び、地域に貢献する活動の推進
  ・「和間文化財愛護少年団」による「放生会」「夏越大
　　祭」への参加
○学校支援地域本部事業の充実
  ・外部人材、地域人材の活用と連携
  ・地域と連携した米、麦、野菜作り等の体験活動の充実
○地域の団体等と連携した活動の推進
  ・婦人会・愛育班との体験活動の取り組み
  ・PTA、地域と連携した目標協働達成の取り組み

○認め合い支え合う集団づくり
  ・学級集団づくりのための学級活動の充実
  ・自主運営による児童会活動の充実
  ・縦割り集団による活動推進
  ・自己表現をし、互いを認め合う活動の充実
  ・｢朝の会｣「帰りの会」の充実による他者意
      識の醸成
　

今年度の重点目標

○学習規律の徹底確立
  ・チャイム席、学習準備の習慣化
  ・学年に応じた学習規律の指導徹底
  ・ブロック共通の「学力向上運動」の推進

○個に応じた指導の充実
  ・ぐんぐんタイムを活用し、基礎基本の徹底を図る
  ・家庭学習の習慣化と保護者啓発
  ・全学級実施の学力調査を元に複数体制での補充指
     導

○地域に学び、地域に開かれた、信頼される学校づくりの推進

○人権教育の推進
  ・年間指導計画の基づく人権教育の推進
  ・全教育活動での実践
  ・命の尊さ、自尊感情を育む授業実践
  ・教職員研修の充実と保護者との連携
  ・市人研協力ブロック公開研究会に向けての
     研究推進

○道徳教育の推進
  ・体験活動を通した心に響く道徳教育の推進
  ・社会規範、心の大切さを育む授業実践
  ・場に応じた言葉づかいの習得に向けた指導の

　　推進

  ・ブロック共通の「みそあじ運動」の推進

○ふるさと教育の推進
  ・地域人材を活用した体験的学習

○外国語活動の推進
  ・ALTの活用、連携

○基礎基本の定着を図り、

　　　自ら学ぶ意欲を育む、わかる授業を創造する

○豊かな心と表現力を育み、

　　　　　道徳的実践力を持つ児童を育成する

○望ましい生活習慣を身につけ、自ら健康の

　　　増進、体力の向上に励む児童を育成する

○基本的生活習慣の確立
  ・家庭と連携した

      「早寝・早起き・朝ごはん」の励行

  ・連絡ノート、家庭訪問等による保護者との

　　連携、協働

  ・学校保健計画に沿った指導の充実
  ・家庭と連携した「あいさつ、返事、言葉
     づかい」の指導

○特別支援教育の推進
  ・個々のニーズに応じた支援計画の策定と実践
  ・コーディネーターを中心とした組織的な対応
  ・ケース会議の定例化と支援の明確化と共通理解
  ・SSWやSCの活用と保護者との連携

        平成２9年度 　     学 校 経 営 方 針　　　　　宇佐市立和間小学校

○安全教育の推進
  ・危機管理体制の確立
  ・避難訓練（地震・津波・火災・不審者）
　  の実施
  ・施設設備の点検と修理
  ・通学路の安全確保のための、保護者、地
　　域、外部団体との連携

○体力づくりの推進
  ・体力テストの実施
  ・サーキットを取り入れた体育授業の充実

　　　　　　　「一校一実践」の継続
  ・児童会活動と連携した運動会、大玉送り大

　　会、縄跳び大会の実施

確かな学力を身につけた児童の育成 豊かな心を持った児童の育成 健康な身体を備えた児童の育成

    　  めざす学校像　　　　  　　　　 　　  めざす児童像　　　　 　      　   　　 　めざす教師像

学　校　教　育　目　標
 

  ふるさと「和間」を愛し、自ら学ぶ力を身につけた、心豊かでたくましい児童の育成

                                                     基     本     方     針
   人間尊重と平和な社会の実現を基本理念として、本校における教育的課題、家庭・地域の願い、児童一人ひとりの実態と可能性をふま
え、心身ともに健康で豊かな児童の育成を図るとともに、地域に貢献できる学校のあり方を教職員の協働で構築していくことを学校経営
の基本方針とする。

○教師の授業力の向上
  ・授業観察、互見授業の実施と交流
  ・各種調査の分析に基づく授業改善

　　　　○学力向上に努める学校
　　　　○笑顔と活気にあふれ、秩序のある学校
　　　　○地域に開き、地域に愛される学校

○自分の考えをもち　自ら学ぶ子　…････かしこい子
○心豊かで　思いやりのある子　　…････やさしい子
○心と体をきたえ粘りづよくやり抜く子…たくましい子

○わかる、楽しい授業の創造と実践
  ・「課題」と連動した「まとめ･振り返り」の工夫
  ・学ぶ意欲を引き出す「課題」の設定、自分の考え
　 を持つ「書く」活動、「交流」「まとめ」の工夫
  ・UDの視点を取り入れた学びあい学習の充実
  ・生徒指導の三機能を生かした授業づくり

日本国憲法 教育基本法 学習指導要領

○歯と口の健康教育の推進
  ・学校・家庭と連携した虫歯予防の推進
  ・給食後の歯磨きの徹底

○土曜授業の充実
 ・定着度に応じた個別指導の充実（複数体制）

○食育の推進
  ・食育全体計画、食育年間指導計画に
     沿った指導の推進
  ・栄養教諭を活用した食に関する指導の
　  推進
  ・PTAと連携した食育活動の推進

　　　　　　　　◎確かな学力を身につけた児童の育成
　　　　　　　　◎豊かな心を持った児童の育成
　　　　　　　　◎健康な身体を備えた児童の育成

○あたたかな人間味を持つ教職員
○情熱を持ち、研鑽に励む教職員
○組織的に取り組む教職員
○服務規律を遵守し信頼される教
　職員

○読書活動の推進
  ・読書環境の充実と指導の工夫
  ・朝読書、読み聞かせの充実
  ・「お話の会」と連携した取り組みの充実
  ・「ほんの森号」の活用推進
  ・学校図書館ボランティアの活用推進
  ・保護者と連携した家庭読書の推進

○平和・環境教育の推進
  ・社会事象への興味関心の育成
　・体験的な福祉、ボランティア活動の推進

校長はどのような学校経営（授業
改善）ビジョンを持っているのか？



＜授業改善の目的＞

・本校の児童に「確かな学力」を身につけさせる （重点目標）

→ 主に教育活動のＰＤＣＡで目標に迫っていく

・先生方個々の授業力を向上させる （人材育成）

→ 主に経営活動のＰＤＣＡで目標に迫っていく

＜授業改善をどう進めていくか＞

・授業改善テーマ（考えを持ち、交流し、学び合う、わかる楽し

い授業の創造）に沿って、組織的・計画的に進めていく。

・人的資源が限られている中、「授業改善研修」「実践交流

カード」を最大限に活用し、全教職員で取り組む。

・目標管理シートと連動させる。

○ 校長の学校経営（授業改善）ビジョンの概要



これまでの実践の
評価・検証を踏まえ

改善

＜教頭の役割＞ 課題を共有させ、組織を動かし、進捗状況をマネジメント

校内研修の中で
授業改善セットの視点
に沿って

検証

日常の授業
研究授業

をプラン・セットに沿って
実践

学力向上プラン
・授業改善セットを作成

共通理解

（２）（授業改善）ビジョンを具現化する。

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ 授業改善の
５点セット



宇佐市立和間小学校 学力向上プラン１（H２９・４）

学力状況について 学習状況について

児童
生徒
の

課題

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・国語は説明文の読解と言葉の学習が弱い
・算数は活用問題や記述式が苦手
・理科は理由を説明する問題が弱い

２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
・１月のCRT検査で、１年の国語、算数、３年の
国語、算数、理科、４年の理科、５年の理科が
全国平均を上回らなかった。

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・１月に実施したQU検査で、三次支援（特別な支援）

の必要な児童が、１年－３人、２年－１人、４年ー１
人、５年－２人いる。３年は二次支援（さりげない支
援と配慮）の必要な子が８人いる。学級集団づくりと
個別の学習支援が必要である。

２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
・学校評価の「授業がわかりやすく、楽しい」が２，

３７Pで２，４Pに至らなかった。

指導
の

状況

１ 組織的な授業改善の取組状況
・１月のCRT検査で、各学年の得点率の変化（同一集団経年学力比較）では、３年の国語、算数、４年の理科以外

は向上している。年度末、３年生と４年生を中心に複数体制での補充学習を実施した。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
・学び合う集団づくりの基礎として、「あいさつ、言葉づかい、返事」について生活チェック表をもとに家庭での

意識付けを行い。家庭学習、家庭読書の看取り、声かけ加えて、新年度のPTAテーマに位置づけ家庭協働目標と
した。

学力に
関する
達成指

標

＜達成指標＞○単元末テストの目標値を９割の子が上回る。
○H30年１月のCRT検査で、全学年、全教科で全国平均を上回る。

＜検証指標＞○教職員評価で「考えを書いたり伝えたりできる」を２，４P以上にする。
○児童評価で「授業がわかりやすく、楽しい」を２，４P以上にする。

今後の
具体的
な取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】

（授業改善テーマ）
・考えを持ち、交流し、学び合う、わかる楽しい授業の創造

（授業改善の重点）
・基礎基本の定着と学習集団づくり

・児童が意欲的に取り組むな学びあいの授業の創造

（達成指標）
・家庭学習の習慣化
・地域人材を活かした
学習

（取組内容） （取組内容） （家庭・地域の取組内容）

・自分の考えを持ち、意見交流
が活発化するために、「考え
を持つ」段階で、思考の視点
と発表の手立てを提示する。

・めあて、課題、まとめ、振り
返りが連動した、効果的な
「振り返り」を行う。

・家庭学習と家庭読書の声
かけ、見取りを行う。

・毎週水曜日の朝、全学級
で読み聞かせ実施。

（取組指標） （取組指標） （家庭・地域の取組指標）

・月一回の授業改善研修を位置
づけ、実践交流、研修を実施
する。（授業者点検、記録）

・年間６回の提案授業と事後研
究を行う。

・「実践交流カード」を活用し
効果的な実践を交流する。

（授業観察）

・月一回の授業改善研修を位置
づけ、実践交流、研修を実施
する。（授業者点検、記録）

・年間６回の提案授業と事後研
究を行う。

・「実践交流カード」を活用し
効果的な実践を交流する。

（授業観察）

・「チェックシート」と学
校評価アンケート、ＰＴ
Ａ専門部のアンケート等
で、二ヶ月に１回程度の
チェックを行い、指導改
善に役立てる。

【その他の学力向上の取組】
・ぐんぐんタイム（週４回）の内容を単元末テストと連動させ補充学習に充てる。
・UDの視点を取り入れ、導入で授業の見通しを提示する。
・ICT機器やホワイトボードの活用や学習形態など、活発な意見交流がなされるための工夫。
・集会活動、児童会活動で自己表現の場を設定する。
・児童会テーマの「和間っ子キラリ」で自治力を育てる。

２ 本校の「授業改善」の現状と課題

宇佐市立和間小学校 学力向上プラン１（H２９・８）

学力状況について 学習状況について

児童
生徒
の

課題

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・国語は、修飾語、物語文の活用問題と与えられた情報で

文章を書く力が弱い。
・算数は単位換算、角、立体、活用問題や記述式が苦手。
・理科は理由を説明する問題が弱い

２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況

1学期の単元末テストで目標値を9割の子が超えるに
対して国語79.4％、算数81.1％と下回った。個別の学
習支援が必要な子がいる。

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
社会性や規範意識が高い傾向にあるものの学習活動
等で対人関係が苦手と感じている子がいる。学級集団
づくりと個別の学習支援の両方が必要である。

２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
教職員評価で「考えを書いたり伝えたりできる」は、
２．２５で０．１５ｐ届かなかった。児童評価で「授業が
わかりやすく、楽しい」は、２．５３ｐで０．１３ｐ上回った。

指導
の

状況

１ 組織的な授業改善の取組状況
1時間完結型の授業で、考えをを持つための課題や視点の工夫、交流がしやすいような形態や手立ての工夫とも
共通理解をし、実践してきている。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
学び合う集団づくりの基礎として、「あいさつ、言葉づかい、返事」について生活チェック表をもとに家庭での意識付
けを行い。家庭学習、家庭読書の看取り、声かけ加えて、新年度のPTAテーマに位置づけ家庭協働目標とした。

学力に関
する達成指

標

＜達成指標＞ ○単元末テストの目標値を９割の子が上回る。
○H30年１月のCRT検査で、全学年、全教科で全国平均を上回る。

＜検証指標＞ ○教職員評価で「考えを書いたり伝えたりできる」を２，４P以上にする。
○児童評価で「授業がわかりやすく、楽しい」を２，４P以上にする。

今後の
具体的な
取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】

（授業改善テーマ）
・考えを持ち、交流し、学び合う、わかる楽しい授業の創造

（授業改善の重点）
・基礎基本の定着と学習集団づくり
・児童が意欲的に取り組むな学びあいの授業の創造

（達成指標）
・家庭学習の習慣化
・地域人材を活かした学習

（取組内容） （取組内容） （家庭・地域の取組内容）

・自分の考えを持ち、意見交流が活
発化するために、「考えを持つ」段
階で、 思考の視点と発表の手立
てを提示する。

・めあて、課題、まとめ、振り返りが
連動した、効果的な 「振り返り」を
行う。

・UDの視点を取り入れ、授業の見
通しを提示したり、学習の視覚
化、共有化、焦点化をしたりする。

・操作活動など体験的学習を取り入
れる。

・学習内容によっては、複数体制や
個別指導を行う。

・家庭学習と家庭読書の声か
け、見取りを行う。

・毎週水曜日の朝、全学級で
読み聞かせを実施する。

（取組指標） （取組指標） （家庭・地域の取組指標）

・月一回の授業改善研修を位置づ
け、実践交流、研修を実施する。

（授業者点検、記録）
・年間６回の提案授業と事後研究を
行う。

・「実践交流カード」を活用し効果的
な実践を交流する。

（授業観察）

・互見授業や授業観察（実践交流
カード）を活用し、課題や教具等、
の有効性を検討する。

・授業やぐんぐんタイム、土曜授業
「復習シーズン（学期1回）」で補充
学習や個別指導をし定着を図る。

・活用問題に取り組む。

・「チェックシート」と学校評価ア
ンケート、ＰＴＡ専門部のアン
ケート等で、二ヶ月に１回程度
の チェックを行い、指導改善
に役立てる。

【その他の学力向上の取組】
・ぐんぐんタイム（週４回）の内容を単元末テストと連動させ補充学習に充てる。
・ICT機器やホワイトボードの活用や学習形態など、活発な意見交流がなされるための工夫。
・集会活動、児童会活動で自己表現の場を設定する。
・児童会テーマの「和間っ子キラリ」で自治力を育てる。
・図書館の活用や図書司書教諭との連携を密にし学習に生かす。

４月の
学力向上プラン

授業改善５点セット

１学期末の
学力向上プラン

授業改善５点セット

授業改善の
ＰＤＣＡは行われている



２ 本校の「授業改善」の現状と課題（研究授業・研究会）



２ 本校の「授業改善」の現状と課題（研究授業・研究会）



２ 本校の「授業改善」の現状と課題（授業改善研修）

○授業改善研修の資料として先生方の
実践事例を「実践交流カード」にまとめ、
授業力向上に役立ててもらう。



２ 本校の「授業改善」の現状と課題（課題は何か）

＜現状＞
・学校経営方針（教育目標）、４点セット、学力向上プラン、授業改善セット
・組織（運営委員会、校内研修会、分掌部会、学年部会）
・ＰＤＣＡサイクル カリキュラムマネジメント 等

箱（形）はできつつある

＜課題＞
・モチベーションをどう高めていくか
・校内研究（授業改善）をどう充実させていくか
・効率的なマネジメントサイクルをどう作っていくか

問題は箱の中身
～限られた教育資源をどう活用するのか～



授業改善は自分なりにやって
いる・・・・

「なぜ組織的な授業改善を

進めなければならないか？」

「自分のやりたいこと」と

「やらなければならないこと」
＜組織的な授業改善＞の

ギャップ

小さい職場の中で自分のや
らなければならない仕事を精
一杯やっている。

時間をどう生み出すのか？

校内研究（授業改善）の結果、
自分の授業力は向上してい
るのか？ ＜不安＞

ボトムアップ

２ 本校の「授業改善」の課題（教職員の思い）



「組織的な授業改
善」の意味づけ

• なぜ、「組織的な
授業改善」が必要
なのか

• そうすると、どん
ないいことがある
のか（どんな成果
に結びつくのか）

個々が主体的に
取り組む「授業改
善」の手立て

• 「受け身的な取
組」から「主体的
な取組」になるシ
ステムは・・・

個々の授業力の向上・
課題が自覚できる評
価・改善のあり方

• 校内研究や授業
改善研修が個々
の授業力向上に
結びつく。

• 改善が自覚でき
る評価システム

３ 教頭として何ができるか

「組織的な授業改善」を進める上での課題を整理すると ３つ



３ 管理職（教頭）として何ができるか
「組織的な授業改善」の意味づけ

これまで

自分のやりたいこと

自分のペース

すぐに行動できる

＊広がりが・・・

個による

授業改善

これから

学校全体が変わる

協働でやる達成感

引き継げる

＊スピード感と・・・

組織的な

授業改善

教頭として

納得させること
ができるか



自己決定の場

• 校内授業改善の
内容の中でも、自
分が一番やりたい
ことを自分で決め
る。（自己目標）

• ＋１（プラス ワン）
＜自己選択＞

• 校内授業改善の
内容の中でも、自
分が一番やりたい
ことを自分で決め
る。（自己目標）

• ＋１（プラス ワン）
＜自己選択＞

自己存在感を
与える場

• 若手教師のチャレ
ンジ精神を引き出
す。（積極的な失
敗はＯＫという雰
囲気作り）

• ベテラン教師の経
験知を生かす場

• 若手教師のチャレ
ンジ精神を引き出
す。（積極的な失
敗はＯＫという雰
囲気作り）

• ベテラン教師の経
験知を生かす場

共感的人間関係を
育む場

• 校内研究会の形
はワークショップ型
に。

• とにかく研修の中
で一人ずつが自分
の思いを表現する
時間を増やす。

• 校内研究会の形
はワークショップ型
に。

• とにかく研修の中
で一人ずつが自分
の思いを表現する
時間を増やす。

３ 管理職（教頭）として何ができるか
「組織的な授業改善」をどうすすめるか

生徒指導の三機能の考え方が「組織的な授業改善」
（校内研究）を活発化させるヒントになるのでは・・・



授業改善ＰＤＣＡ

サイクルの課題

• 研究会の反省・評価（成
果・課題）はまとめていて
も、具体的な授業改善
策・次回の計画までいか
ないことが多い。

明日からの授業に

つなぐために

•ＰＤＣＡ

• →ＤＣＡＰ

３ 管理職（教頭）として何ができるか
「組織的な授業改善」をどうすすめるか

＜悩み＞校内研究会の中身は勉強になった。しかし、明日からの授業で自分は具
体的に何をすればいいのか・・・ （モヤモヤ）

授業改善の連続性を考えると研究会の終わ
り方はＰ（次の具体的計画）

＊明日から何をするのかの確認まで



３ 管理職（教頭）として何ができるか
授業力の向上と課題が実感できる評価をどうするか

組織的な授業改善プランに沿った実践

授業力の向上と課題が実感できる評価

個々、全体のモチベーションアップ

評価 ・・・管理職の重要な仕事の１つ
自己評価と組み合わせ、資質向上（授業力向上）に結びつけたい。



• 授業改善で教師が「つけたい力」を明確にする

• 「つけたい力」を評価観点にして整理する

• ルーブリック（判断基準表）にレベル整理する

３ 管理職（教頭）として何ができるか
授業力の向上と課題が実感できる評価をどうするか

具体的な方法として「ルーブリック評価」

課題の質は 交流は 振り返りは

教師も子どもも自分の成長を実感することが、次のエネルギーにつながる。



３ 管理職（教頭）として何ができるか

管理職の人材育成マネジメントと教職員の授業改善マネジメントの関係 

「管理職の人材育成マネジメント」のＰＤＣＡ 

Ｐ 人材育成システム計画力 

 

 

                       Ｄ 育成システム実践力 

  

 Ａ 育成システム改善力 

 

 

 

 

           Ｃ 育成システム評価力 

○育成システムづくり 

○動機付け、指導、評価の工夫 

○やるべきことを考え実行できる教職員づくり 

○全体や個々の変化や資質・能力の表れの感受 

○教職員の実態や思い 

○地域の実態や思い 

教職員の授業力向上 
○チームや個の学びの評価 

○育成システムや内容・方法の評価 

○課題の分析 

○育成システムの改善計画の立案 

管理職の育成システム 

マネジメント力の向上 

「教職員の授業改善マネジメント」のＰＤＣＡ 

 

        

         

Ｐ

Ｄ 

Ｃ 

Ａ

子どもたちに「確かな学力」を身につけさせるために

学び 

それぞれが 
やるべきことを考

え、実行できる  

組織 



• 教頭の「役割」は・ ・ ・ ・

校長の補佐

プラス ワン

ジョイント

おわりに


